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注意事項の表記方法 
 

 この表記は、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う差し

迫った危険が想定される内容を示します。 

 

 

 この表記は、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能

性が想定される内容を示します。 

 

 

 この表記は、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害

の発生が想定される内容を示します。 

 

 

注意 正しく使用するための注意点の記述です。 
 

 

参考 機器を操作するのに役立つ情報の記述です。 

 

 

 

 

 

ご注意 
  （１） 本書の一部または全部を無断転載することは固くお断りします。 

  （２） 本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。 

  （３） 本書の内容は万全を期して作成しておりますが、ご不審な点や誤り、記載

もれなどお気づきの点がありましたら、お買い求めの販売店または最寄り

の弊社営業所へご連絡ください。 

  （４） 当社では、本機の運用を理由とする損失、損失利益等の請求については、

（３）項にかかわらずいかなる責任も負いかねますのでご了承ください。 

 

   © 2008 株式会社 エー・アンド・デイ 

 株式会社エー・アンド・デイの許可なく複製・改変などを行なうことは

できません。 

 

 Windows は米国およびその他の国における米国 Microsoft Corporation の 

登録商標または商標です。 
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1. はじめに 
 このたびは、エー・アンド・デイの電子天びんをお買い求めいただきありがとうございます。 

本書は、ＨＲシリーズ用に作成された取扱説明書です。 
天びんを理解し、十分に活用していただくため使用前に本書をよくお読みください。 

 
本書の構成 
 基本編 .........................................基本的な操作・計量方法と注意事項を記述しています。 
 
 充実編（環境への適性化）.......使用環境への適性化、天びんの校正方法、内部設定の説明です。 
 
 応用編（応用・保守） ..............応用機能、天びんの保守方法とトラブル（故障）が発生した場合の対処の説明

です。 
 
 

1-1. 特長 

 ＨＲ－６０／１２０／２００／３００はシングルレンジの天びん（６０〜３１０ｇ／０．１ｍｇ）で、 

ＨＲ－２０２はデュアルレンジの天びん（４２ｇ／０．０１ｍｇ、２１０ｇ／０．１ｍｇ）です。 

※ＨＲ－２０２／３００は、新製品 ＨＲ－２０２i／３００i に置き換わっています。 

 天びんの使用環境や使用条件に合わせるための内部設定があります。 

 ６種類の計量モードを選択できます。 

「g」、「mg」、「pcs」（個数）、「%」（パーセント）、「ct」（カラット）、「mom」（もんめ） 

 付属の双方向ＲＳ－２３２ＣインターフェースＨＲ－０３の装着により、コンピュータやプリンタと接続

して天びんの制御や天びんからのデータ出力が行えます 

 付属のデータ通信ソフトウェアＷｉｎＣＴを使うとＷｉｎｄｏｗｓパソコンとの通信が容易に行えます。 

 ＧＬＰに対応した保守記録を出力できます。（付属のＨＲ－０３の装着が必要です。） 

 ＨＲ－６０／１２０／２００は、オプション設定された内蔵バッテリ（ＨＲ－０９）により、連続１０時

間使用できます。 
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2. 製品構成（各部の名称） 
 本製品は精密機器です。開梱時の取り扱いには注意してください。付属品がそろっているかご確認ください。 
 梱包箱等は修理時の輸送等に必要となりますので、保管されることをお勧めします。 
 

ＨＲ－６０／１２０／２００の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＡＣアダプタ
ＡＸ－ＴＢ１０９

計量皿
　

風防リング
　

〔ＨＲ－０３(付属品)装着時〕

オプション・別売品

外部キー入力プラグ
AX-T-314A-S

クリアカバー

アース端子

盗難防止用リング

水平器

ＡＣアダプタジャック

外部キー入力端子

足コマ

校正用分銅風防

HR-60    50g
HR-120  100g
HR-200  200g

OIML  E2級精度

表示

キー

オプションＨＲ－０９（別売品）内蔵バッテリ

　カレントループ
　　ＲＳ－２３２Ｃ

（ＨＲ－６０／１２０／２００）

ヒューズ
AX-EAWK-500MA-S
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ＨＲ－２０２／３００の場合 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＡＣアダプタジャック

外部キー入力端子

アース端子

ＡＣアダプタ
ＡＸ－ＴＢ１０９

足コマ

キー

計量皿

バランスウエイト

ダストプレート

風防リング

皿受け

水平器

表示

クリアカバー

風防

校正用分銅

200g

OIML E2級精度

盗難防止用リング

　カレントループ
　　ＲＳ－２３２Ｃ
〔ＨＲ－０３(付属品)装着時〕
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3. 設置と注意 

3-1. 設置条件と計量準備（計量前の注意） 
 電子天びんのもっている性能を十分に活用するために、できるだけ下記の設置条件で設置し、計量の準備をして

ください。 

 計量前に器差のわかる分銅等を計量し正しく計量できるか（キャリブレーション・チェック等で）確認

してください。正しく計量できない場合、キャリブレーションを行ってください。 

 理想的な使用環境は安定した周囲温度 ２０℃±２℃、湿度 ４５〜６０％ＲＨです。 

 計量する部屋は塵埃の少ない部屋にしてください。 

 天びんを載せる台は堅固な盤を使用してください。（石盤が理想です） 

 エアコン等の近くに天びんを設置しないでください。 

 直射日光にあてないように設置してください。 

 磁気を帯びた機器を天びんの近くに置かないでください。 

 足コマを回して水平器の気泡が赤い円の中央に位置するようにしてください。皿受け、計量皿を正しく

セットしてください。 

 天びん使用前には必ず1時間以上ウォーム・アップするか、または使用後ＡＣアダプタを接続したままス

タンバイ状態にしておいてください。 

 はじめてご使用になるとき、使用する場所を変えたときは、必ずキャリブレーションを行ってください。 

 
 

 必ず付属のＡＣアダプタを使用してください。異なる種類のＡＣアダプタを接続すると天びんを破損す

ることがあります。 

 腐食性ガス、引火性ガスが漂うところに設置しないでください。 
 
 

3-2. より精密な計量を行うために（計量中の注意） 
正確な計量を行うためには、下記の事項に注意してください。 

 計量中に何らかの原因で測定誤差が起こることがありますので、キャリブレーションまたはキャリブレ

ーション･チェックを行って正しく計量できることを確認しながら計量してください。 

 計量皿にものを載せるとき、落下による衝撃荷重や載せ過ぎによる過荷重はしないでください。 

 また、計量物は皿の中央に載せてください。 

 キースイッチを押すときはペンなど先の尖ったもので押さずに指でキーの中央を押してください。 

 測定誤差なくすために計量前に必ず  RE-ZERO キーを押してください。 

 計量操作は丁寧に素早く操作してください。測定に時間がかかると計量室内の温湿度の変化、空気の乱

れや試料の反応・湿度の吸収により誤差要因が多くなります。 

 静電気の影響により、計量誤差を生じることがあります。周囲の湿度が45%以下になるとプラスチック等

の絶縁物は静電気を帯びやすくなります。帯電状態は、別売品の静電気測定器（ＡＤ－１６８４）で確

認できます。 

必要に応じて下記の対処をしてください。 

・ 別売の除電器ＡＤ－１６８３を使用して試料の静電気を直接 

除去する。 

・ 天びんの設置場所の相対湿度を高くする。 

・ 試料を導電性の金属製容器等に入れて計量する。 

・ プラスチック等の帯電物は、湿った布で拭き静電気を抑える。 
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 磁気の影響により計量値に誤差が入ることがあります。磁性

体（鉄など）を測定する場合は、床下計量によって天びん本

体と試料とを遠ざけてください。 

 

 周囲の温度と計量物（風袋を含む）の温度とに差があると、

計量誤差が生じることがあります。例えば、室温２０℃のと

きに４０℃のフラスコの周囲には対流が生じて本来の重さよ

りも軽く表示されます。計量物や風袋はできるだけ周囲の温

度になじませてから測定してください。 

 

 測定結果には空気の浮力の誤差が含まれています。 

 空気の浮力は試料体積や大気圧、温度、湿度によって変わります。 

 精密な測定には浮力の補正を行ってください。 

 天びん内部に異物（粉体、液体、金属片など）が入らないようにしてください。 

 キースイッチを“押してすぐ離した場合”と“押し続けた場合”とでは、天びんの動作が異なります。

通常の計量作業に関しては、キースイッチを押してすぐ離すことで行えます。必要がない限り、キース

イッチを押し続けないでください。特に RE-ZERO キーを押し続けると、天びんはキャリブレーショ

ンモードに入り、誤ったキャリブレーションを行うと計量値に影響を与えるばかりでなく、計量できな

くなることもありますので十分ご注意ください。 

 
  

3-3. 天びんの保守管理（計量後の注意） 
 天びんに衝撃を加えたり、落とさないでください。 

 天びんを分解しないでください。 

 強力な有機溶剤で清掃しないでください。洗剤を湿らせた柔らかく埃のでない布を使ってください。 

 天びん内に埃や水が入らないようにしてください。 

 キャリブレーションには器差が付いた分銅をお使いください。 

 キャリブレーションは定期的に行ってください。 
 
 

3-4. 電源について 
この電子天びんは、ＡＣアダプタが接続されている限り、常に通電状態となっています。 

この状態で天びんに悪影響を及ぼすことはありません。 

正確に計量するために常に通電状態にしておくことをお勧めします。 
 
  

3-5. 電源投入後のエラー表示 
電源を供給したときやオンしたとき、天びんは動作に異常が無いか自己診断をします。異常があった場合は、エラ

ー表示となります。「１２．エラー表示」を参照してください。 
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ON:OFF

RANGE

MODE

PRINT

RE-ZERO

4. 表示とキー 
計量中の表示とキーについて説明します。その他のモード（キャリブレーション、ＩＤ等）では、それぞれの項を

参照してください。 

 

4-1. 表示 

安定検出マークです。計量値が読み取り可能であることを示します。内部設定の「環

境」の「安定検出幅」で設定できます。 

 

スタンバイインジケータです。天びん内部は通電され、表示をオフした状態です。 

 

 

 

4-2. キー 

表示をオン、オフするキーです。天びん内部はＡＣアダプタが使用されている

とき常に通電されています。 

1ON:OFF キーで表示をオフすると、スタンバイインジケータのみ表示します。

キーで表示をオンすると、計量が可能になります。 

 

計量中に表示をゼロにするキーです。必要に応じて  RE-ZERO キーを押して

ください。（また、風袋引きをするときにも使用します。）  

キーを押し続けるとキャリブレーションモードに入ります。詳しくは「７．キ

ャリブレーション」を参照してください。 

 

最小表示の桁を表示させるかどうか選択するキーです。ＨＲ－２０２ではレンジ

を切り替えます。 

 

キーを押す毎に「g」「mg」「pcs」「%」「ct」「mom」を切り替えます。ただし、   

登録した単位のみ切り替わります。詳しくは「６－１．単位登録」を参照して

ください。 

キーを押し続けると応答特性の設定が可能になります。詳しくは「６－２．応

答特性の設定」を参照してください。 

 

付属のＨＲ－０３を装着しているときキーを押すとプリンタやパソコンへデータ

を出力できます。出力フォーマットとＲＳ－２３２Ｃの設定はＨＲ－０３の取扱

説明書を参照してください。 
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5. 計量 
 

5-1. 基本的な計量 （g、mg、ct、mom） 
計量するときは「４．表示とキー」をよくお読みになってから行ってください。天びんを設置した後の標

準的な操作例を記載します。 

注意 ct（カラット）は、宝石類を計量するときの単位で、1ct=0.2g です。 

 mom（もんめ）は、真珠を計量するときの単位で、1mom=3.75gです。 

  

 
1.  ON:OFF キーで表示をオンします。計量値が表示されます。 

 MODE キーを押すと、他の単位（mg、ct、mom）が選択できま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
2. 必要に応じて容器（風袋）を載せます。 
 
 
 
3.   RE-ZERO キーを押し、表示をゼロにします。 
 
 
 
 
 
 
4. 計量物を計量皿に載せます。 
 
5. 安定検出マーク  が表示されたら、

計量値を読み取ります。 
 
 
 
6. 風袋と計量物を計量皿から降ろします。 
 
 

 

7. 1ON:OFF キーで表示をオフします。 

 
 

安定検出マーク

RE-ZERO

容器（風袋）

計量皿

計量物

ON:OFF

スタンバイインジケータ

ON:OFF
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5-2. 個数計量 
品物の個数を調べる計量方法です。基準となるサンプルの単位質量（１個の重さ）に対し、計量したもの

が何個に相当するかを計算して表示します。この場合、サンプルの単位質量のバラツキが小さいほど、正

確に計数（品物の個数を数える）できます。また、以下に示すＡＣＡＩ機能を使用することで個数を計量

しながら計数精度を向上させることができます。 
注意  
  個数計量を行うサンプルの単位質量は、1mg以上のものを対象とすることをお勧めします。 
  サンプルの単位質量のバラツキが大きい場合は、正確に個数計量できない場合があります。 

  個数計量の誤差が大きい場合は、頻繁にＡＣＡＩを行う、複数回に分け

て測定する、などの方法を試してください。 

個数モードへの切替 
1. 1MODE キーを押して単位を  pcs  にします。（ pcs =個） 
 

単位質量の登録 
2. すでに単位質量が登録されている（個数を表示している）場合は、 

 RANGE キーを押し、単位質量登録モードに入ります。 

 

 

3.  PRINT1 キーを押すと、登録時のサンプル数を変更できます。  

（サンプル数は、１０，２０，３０，４０，５０，６０，７０，８０，

９０，１００個から選択できます。例では２０個を選択しています。） 

参考 サンプルの単位質量は、通常多少のバラツキがあると考えられますので、

登録時のサンプル数が多いほうが正確に計数できます。 

 

4. 必要に応じて容器等を載せ、 RE-ZERO  キーを押し  20 0  の表示に

します。（２０個の例） 

 

 

 

 

5. 指定した数のサンプルを載せます。 
 

 

6.  RANGE キーを押すと、単位質量を登録して計数表示になります。 

 （２０個のとき 20  pcs  ） 

注意 
  載せられたサンプルの重量が軽すぎると判断される（計数誤差が大きく

なる）場合は、サンプルの追加を指示してきますので、表示されたサン

プル数になるように追加して再度 RANGE キーを押してください。正

常に登録されれば計数表示になります。 
  単位質量が軽すぎて登録不可能の場合（0.1 mg未満）は   lo   を表示します。 
  登録した単位質量は、電源を切っても記憶しています。 

MODE

RANGE

RANGE

RE-ZERO

PRINT

計量皿

容器

サンプル

20個

(20個の例）

次ページへ
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個数モード（計数） 
7. 計数が可能です。 

計数終了後、計量皿に載っているものを取り除いてください。 

 

 

 

 

 

ＡＣＡＩ 
 ＡＣＡＩ（計数精度自動向上機能）はサンプル数を増すごとに計数精度を自動で向上させる（サンプル１個      

１個のバラツキが平均化し誤差を少なくする）機能です。 
 
 手順６の単位質量登録した後、以下の手順８へ進んでください。 
 
8. サンプルを少し追加すると処理中マークが点灯

します。 

参考 
  誤動作を防ぐために３個以上追加してください。ま

た、載せ過ぎでは点灯しません。表示個数と同程度

の個数を目安として追加してください。 

  一般的にサンプルの質量のバラツキが大きい場合、

追加する個数を少なくしてください。 

 
9. 処理中マークが点滅している間はサンプルを動かさ

ないでください。（精度を更新中です。） 
 

10. 処理中マーク消灯後、精度は更新されます。この作

業を繰り返すごとに、計数精度は更に向上します。

また、１００個を越えてからのＡＣＡＩの範囲は特

に定めてありません。表示個数と同程度の個数を目

安として追加してください。 
 

11. ＡＣＡＩで使用したサンプルを全て降ろし、計数作

業に入ります。 

 

 

計量物を載せる

計数した
個数を表示

前ページより

繰り返し

サンプルを
少し追加

処理中マーク点灯
適正範囲

処理中マーク点滅
精度更新中

処理中マーク消灯
精度更新完了

前ページ

６より
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5-3. ％計量（パーセント計量モード） 
 基準となるサンプル質量を１００％とした場合、これに対し計量したものが何％に相当するかを表示します。 

目標重量に「計り込む」場合や、試料のバラツキを調べるときに有用です。 
 

％計量モードへの切替 
1.  MODE キーを押して単位を   %   にします。（ ％ =パーセント） 
 
 

１００％質量の登録（パーセント計量の準備） 
2.  すでに１００％質量質量が登録されている（パーセント表示している）

場合は、 RANGE キーを押し、１００％質量登録モードに入ります。 

 

 

3. 必要に応じて容器等を載せ、  RE-ZERO キーを押し、 

 100 0 %  の表示にします。 

 

 

 

 

 

 

 

4. １００％に相当するサンプルを載せます。 

 

 

5.  RANGE  キーを押し、１００％質量を登録します。 

１００％パーセントの値  100.00 ％  を表示します。 

注意 
  最小表示は基準となるサンプル質量（１００％質量）により変化します。  

１００％質量 最小表示 
０.０１００ｇ ～ ０.０９９９ｇ １％ 
０.１０００ｇ ～ ０.９９９９ｇ ０.１％ 
１.００００ｇ ～  ０.０１％ 

  １００％に相当するサンプルの質量（１００％質量）が軽すぎて

登録不可能な場合（0.01g未満）、  lo    を表示します。 
  登録した値は電源を切っても記憶しています。 
 

パーセント計量 
6. パーセント計量が可能です。 

計量終了後、計量皿に載っているものを取り除いてください。 
 
  

１００％質量

計量物を載せる

計量物の
％を表示

MODE

RANGE

RE-ZERO

RE-ZERO

RANGE

計量皿

容器
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6. 使用環境への適性化 
天びんには使用状況により柔軟に対処するために次の４つ設定（モード）があります。 

 

単位登録 必要な単位を選択できます。 

 

応答特性の設定 応答特性の設定は計量中に読み取りを速くしたい場合やより安定した表示にしたい

場合に使用します。また、応答特性の設定値は「内部設定」でも変更できます。 

 「６－２．応答特性の設定」を参照してください。 

 

キャリブレーション 天びんの校正を行います。 

 一般に設置条件によっては緯度、高度や周囲の温度、湿度、大気圧の影響を受け、

計量値に誤差が生じることがあります。このモードはその誤差を校正分銅を用いて

キャンセルします。 

 定期的な保守や天びんを移動したとき、このモードで天びんを校正してください。 

 「７．キャリブレーション」を参照してください。 

 

内部設定 使用環境や周辺機器に天びんをあわせるとき設定します。 

 ただし、応答特性の設定値は「応答特性の設定」と共有しています。 

 「８．内部設定」を参照してください。 

 

 

 

 

 

注意 上記の設定（モード）を十分活用するために「３－１．設置条件と計量準備（計量前の注意）」、「３－２．

より精密な計量を行うために（計量中の注意）」と「３－３．天びんの保守管理（計量後の注意）」も参照し

てください。 
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6-1. 単位（モード）登録 
「g」「mg」「pcs」「%」「ct」「mom」の単位を表示させるかどうか設定します。設定した単位が複数の場合  

1MODE キーで選択できます。登録した単位は次回の登録まで有効で、電源を切っても記憶しています。

表示をオンしたとき有効な単位のみ表示します。 

 

設定手順 
1. 表示をオフしてください。 

 

 

2.  MODE キーを押しながら ON:OFF キーを押してください。 

  Unit   を表示して登録モードに入ります。 

 

 

 

 

 

 

3. 次のキーを使って、必要な単位を表示される順番で登録してください。 

1MODE  または  RE-ZERO  単位を選択します。 

1RANGE  単位を登録します。 

 1ON:OFF  登録を無効にして終了します。 

 （表示オフになります。） 

 

 

 

 

4. 1PRINT キーを押して天びんに記憶させてください。 

通常の計量表示に戻ります。 
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6-2. 応答特性の設定 
応答特性の設定は計量中に読み取りを速くしたい場合やより安定した表示にしたい場合に使用します。 

設定は次の表から選択してください。設定した値は電源を切っても記憶されています。また、この設定は

内部設定の応答特性と共有項目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定手順 
 

注意 設定中、５秒間  RE-ZERO キーを操作しないと設定を更新せず通常の計量表示に戻ります。 

 

1.  1MODE キーを押し続け、  Cond   を表示させます。 

 

 

 

 

 

2.  RE-ZERO キーを押して設定値を選択します。 

 

 

 

 

 

 

3. 1PRINT キーで設定を更新し、通常の計量表示に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

設定値　　読み取り速さ　表示の安定性
　0　　　速い読み取り、計りとりや微小サンプルの測定（環境良）
  1
    2
　3
　4　　　　　　遅い応答、安定した表示（環境悪）

Cond

応答特性

* は出荷時設定です。

*
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7. キャリブレーション（天びんの校正） 

キャリブレーション 
付属の分銅または、お手持ちの分銅で天びんを校正します。「使用する分銅の器差を補正する器差補正機能」を

使用して校正できます。 
 

キャリブレーション・チェック 
付属の校正用分銅または、お手持ちの分銅を使って計量の正確さを確認し、結果を出力します。 

くわしくは、ＨＲ－０３ シリアルインターフェイス／カレントループの取扱説明書（別冊）をご覧ください。 

 

 

注意 
 キャリブレーション中は特に振動、風、温度変化に注意してください。 

 天びんの精度を維持するために必要に応じて（定期的に）キャリブレーションを行ってください。 

 キャリブレーションおよびキャリブレーション・チェックでは、ＧＬＰに対応した保守記録の出力が行えます。

ＧＬＰの保守記録を出力するには、あらかじめ内部設定の「データ出力」の 「ＣＡＬ結果の出力」を設定する

必要があります。詳しくは「９．ＧＬＰとＩＤナンバー」およびＨＲ－０３の取扱説明書をご覧ください。 

（ＨＲ－０３の装着が必要です） 

 ゼロ点のみを校正する場合は分銅は使いません。 

 内部設定 C-3 にキャリブレーションの許可、禁止の設定があります。 

 「キャリブレーション・チェック」では、校正を行いません。 

 ＧＬＰ出力には、パソコンまたはオプションプリンタが必要です。別売のコンパクトプリンタＡＤ－８１２１Ｂ

を使ってＧＬＰ出力する場合、プリンタに内蔵されている時計機能により、日付・時刻を出力します。 
 
 

お手持ちの分銅を使用するときの注意 
 キャリブレーションで用いる分銅の正確さがキャリブレーション後の天びんの精度を左右しますので、使用する

天びんの最小表示まで器差のわかる分銅をお使いになることをお勧めします。機種別の最小表示は「１３－１．

仕様」を参照してください 

 器差補正機能を使用しない場合には、器差ゼロと見なされます。 

 キャリブレーション／キャリブレーション・チェックに用いる分銅は下の表から選んでください。キャリブレー

ションモードに入ると太字で示されている分銅値に再設定されます。 
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7-1. キャリブレーションの表示とキー 

「天びんが校正データを取り込んでいるマーク」です。表示しているときは振動や

風などを天びんに与えないようにしてください。 

 

「キャリブレーションを実行中」を示します。 

    

 

「チェックを実行中」を示します。 

   

 

キャリブレーション中重量が重すぎたことを警告しています。皿が正しく載られて

いるか、分銅が正しいかチェックしてください。 

 

キャリブレーション中重量が軽すぎたことを警告しています。皿が正しく載せられ

ているか、分銅が正しいかチェックしてください。 

 

振動や風などで計量値が不安定であることを警告しています。使用環境をチェック

してください。また、環境設定（ Cond ）で表示を安定させるとエラーが出にくく

なります。 

 

キャリブレーション中、天びんを校正せずに終了できます。 

 

 

他のキーは個々の手順を参照してください。 
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7-2. キャリブレーション 
参考 1RE-ZERO キーは外部キー入力のRE-ZEROに置き替えることができます。 
 
1. 計量皿に何も載せずに１時間以上通電してください。 

表示をオンにしてください。 
 
2.  RE-ZERO キーを押し続け、 Cal  を表示したとき、

1RE-ZERO キーを離してください。他のモードに入った場

合は、 ON:OFF キーを押し、一旦表示をオフにしてから再

度やり直してください。 

注意 Cal t5t は校正の状態をシリアルで出力する

機能（ＧＬＰ対応）で、シリアル出力が装備さ

れていない場合は無関係です。詳しい内容は 

オプションの取扱説明書を参照してください。 

 
3.  Cal 0 を表示し、キャリブレーションに入ったことを   

示します。 

 ・校正分銅の値を変更する場合は、手順４を実行してください。 

 ・校正分銅の値を変更しない場合は、手順７へ進んでください。 

 （キャリブレーションモードに入ると、校正分銅の値は再

設定されます。） 
 
4.  MODE キーを押してください。変更可能な桁が点滅しま

す。校正分銅の変更には次のキーを使います。 

1MODE キー 変更可能な桁を移動します。 

1RE-ZERO キー 点滅中の値を変更します。 

 

5.  PRINT  キーを押して校正分銅を登録してください。 

（校正分銅を 200.000g から 200.0138g に変更した例） 
 
 
 
6. 再入力する場合、手順３に戻ってください。 

再入力しない場合、手順７に進んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PRINT

MODE

RE-ZERO
押し続ける

離す

RE-ZERO

MODE

次ページへ

例 校正分銅=200.0138g

さらに押し
続けると

RE ZERO

前ページより
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7. 計量皿に何も載っていないことを確認してください。 
 
8. 1RE-ZERO キーを押してください。ゼロ点を校正します。 

 

注意 校正中は風や振動などの影響がないようにしてください。 

 
9. ゼロ点の校正を終了すると校正分銅の重さを表示します。 

例では 1Cal200 を表示します。 

フルスケールの校正をするかどうか選択します。 

 ・フルスケールの校正をする場合は、手順１０を実行してください。 

・ゼロの校正のみの場合は、1RE-ZERO キーを押して手順７に戻っ

てください。 
 
 
 

10. 校正分銅を計量皿に載せてください。 

 

11. 1RE-ZERO キーを押してください。フルスケールを校正します。 

 

注意 校正中は風や振動などの影響がないようにしてください。 

 

 

12. キャリブレーションを終了します。 

（また、校正実行結果を出力する場合データを出力します） 

 

 

13. 校正分銅を降ろすと、通常の計量表示に戻ります。 
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7-3. エラー時のゼロのキャリブレーションの方法 
1ON:OFF キーを押して表示をオンにしたとき   -e  を表示した場合は、ゼロ点がずれていることを示してい

ます。正常な状態に戻す方法（ゼロ点のキャリブレーション）を説明します。 

注意  次の手順は内部設定 C-3 Cal 2 、C-4  info 0 （出荷時設定）の動作です。内部設定を変更している可

能性がある場合は、これらの設定を確認してください。 
 
1. 天びんにＡＣアダプタが接続され、通電されている状態

で表示をオフにします。 

 天びんの皿に何も載っていないことを確認してください。 
 
2.  ON:OFF キーを押して表示をオンにしてください。  -e   を表

示した場合は、ゼロのキャリブレーションを行う必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
3. 1RE-ZERO キーを押してください。 

（エラー確認です。） 
 
 
 
 
 
4.  RE-ZERO キーを押し続けて、 Cal を表示したら離してください。

キャリブレーションモードに入ります。 
 
 
 
 
 
 
5.  RE-ZERO キーを押してください。 

ゼロのキャリブレーションを実行します。 
 
注意 天びんが室内の振動や微風に影響されないようにしてください。 

（ＸＸＸの数値は無関係です。） 
 
 
6.  RE-ZERO キーを押してください。 

ゼロのキャリブレーションを終了し、通常の計量表示に戻ります。 
 
 
 

 

 

 

RE-ZERO

RE-ZERO

RE-ZERO

ON:OFF

RE-ZERO

離す

押し続ける

さらに押し
続けると

スタンバイ表示 電源電圧降下の警告表示

xxx
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8. 内部設定 
内部設定は天びんが使用環境に柔軟に適応するための設定です。内部設定は次の大項目、設定項目、設定値

で構成されています。一度設定された値は電源を切っても記憶しています。 
 

一覧表 項目の表示と項目の内容 （詳しくは個々の設定項目を参照してください。） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
C-4、C-5の詳しい説明はＨＲ－０３の取扱説明書を参照してください。 
 
 

8-1. 内部設定中の表示とキー 

現在設定されている設定値が表示されたときに表示します。設定中の値は登録後有

効になります。 

大項目を変更するためのキーです。C-0 から C-9 まで順に表示します。ただし、C-6 

から C-8 までは表示しません。 

設定項目を選択するキーです。 MODE キーで選択された大項目内の設定項目を順

に表示します。 

設定値を選択するキーです。 MODE キーと RANGE キーで選択した設定項目の設

定値を選択します。 

選択した設定値を一括して登録します。登録後通常の計量に戻り、設定値は有効に

なります。また、更新しないかぎり設定値は記憶されています。 

登録せずに内部設定を終了するキーです。押すと、表示オフになります。 

 

大項目　　　　　　　　　　　設定項目

環境　　　　　　　　安定検出幅　　　　応答特性　　　　　ゼロトラック

表示　　　　　　　　表示書換周期　　　小数点　　　　　　オートスタート

オートリゼロ　　　　オン／オフ　　　　幅設定　　　　　　時間設定

キャリブレーション　　許可／不許可

データ出力　　　　　モード選択　　　オートプリント極性　　オートプリント幅　　　出力間隔　　　　　自動紙送り　　　出力後のリゼロ　　CAL結果の出力

シリアルインターフェイス　　ボーレート　　　ビット長、パリティ　　ターミネータ　　　フォーマット　　　　タイマ　　　　　エラーコード　　　通信制御

システム選択　　　　ＩＤ保護　　　　変更可／禁止、初期化

付属のＨＲ－０３を装着していないときは、大項目 C-4、
C-5 は選択できません。

内部設定の応答特性と環境設定の応答特性 は共有データ

なので最後に設定したデータが有効になります。

C-0      5tb-b       Cond       trc

C-1          5peed       point      p-on        range

C-2          ar-0        ar-b       ar-t

C-3          Cal

C-4          print      ap-p        ap-b        paU5e       at-f       ar-d       info

C-5          bp5        bt-pr       Cr-lf       type        t-Up       e-Cod       Ct5

C-6

C-7

C-8

C-9=           pn        pf

最小表示

注意
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8-2. 内部設定例と注意 
 （オートリゼロの時間設定を２秒間にする場合の例） 
 
 
1. 表示をオフします。 
 
2.  RE-ZERO キーを押しながら  ON:OFF キーを押してください。

全表示になったら  MODE キーを押してください。 

ソフトバージョン（Ｘ．ＸＸ）を表示後、内部設定モードに入りま

す。（ C-0表示 ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.  MODE キーを押し、大項目「 C-2  」を選択します。 
 
 
 
4.  RANGE キーで項目「 ar-t 」を選択します。 
 
 
 
 
 
5.  RE-ZERO キーで設定値「 2 」を選択します。 
 
6. 他の設定を変える場合も同様に  MODE キーで大項目、 RANGE 

キーで項目を選択し、 RE-ZERO キーで設定をします。 
 

 
7.  PRINT キーで設定した値を記憶します。通常の計量に戻ります 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

PRINT

RE-ZERO

RANGE

MODE

xxx

MODE

数回押す

数回押す

数回押す

押しながら

押す

RE-ZERO

ON:OFF
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8-3. 設定内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C-0
環境　　天びんを使用する場所と用途に合わせて計量に関する設定をします。

　5tb-b

　安定検出
　マーク

　Cond

　応答特性

　trc

　ゼロトラック

* は出荷時設定です。

設定値

　0

　1

　2

設定値

　0

　1

　2

　3

　4

設定値

　0

　1

　2

　3

　4

内容・用途

天びん自身が「安定」と判定する範囲を設定します。

表示の変動が約１秒間に±１デジット以内なら、

安定検出マークを表示する。　　　　　　　　　　　

表示の変動が約１秒間に±２デジット以内なら、

安定検出マークを表示する。

表示の変動が約１秒間に±３デジット以内なら、

安定検出マークを表示する。　　　　　　

内容・用途

天びんの応答特性を設定します。

　読み取りが速い、計りとりや微小サンプルの測定（環境良）

　

　

　　　　　　　　遅い応答、安定した表示（環境悪）

内容・用途

ゼロ点が何らかの原因で微量づつ変化し続けるとき、ゼロ点を追尾して表示をゼ

ロにし続ける強さを設定します。

少しずつゼロ表示が変化するときには「ゼロ点の追尾を強く」、極く微量のもの

を計量するときは「使わない」または「ゼロ点の追尾を弱く」を選択します。

　使わない

　ゼロ点の追尾を弱く

　ゼロ点の追尾を強く

厳密な測定

粗い測定

*

*

*
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C-1
表示　　天びんの表示方法を設定をします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　5peed

　表示書換周期　　　

　

　point

　小数点

　p-on

　オート　
　スタート

  range

内容・用途

表示の書き換え周期を設定します。

長い周期で書き換えをします。（５回／秒）

短い周期で書き換えをします。（１０回／秒）

内容・用途

小数点の種類を設定します。

「．」ポイント

「，」カンマ

内容・用途

ＡＣアダプタ（電源）を接続したとき ON:OFF キーを押さなくても表示をＯＮする

かどうか設定します。

表示しない

表示する

設定値

　0

　1

設定値

　0

　1

設定値

　0

　1

C-2
オートリゼロ　　計量値がゼロ付近ならば強制的に表示をゼロにします。

　　　　ゼロ付近の判定は「計量値が「幅設定」の値以内かつ「時間設定」の時間だけ保たれたとき」です。

　　　　用途　･･･　繰り返して計量するとき、皿に残留物がある場合表示を自動的にゼロにして使用する場

　　　　　　　　　 合です。

　ar-0

　オン／オフ　　　

　

　ar-b

　幅設定

内容・用途

オートリゼロの判定を使用するかどうか設定します。

使用しない

使用する。ar-b、ar-t も設定してください。

内容・用途

「表示を強制的にゼロにする」と判定するのに必要な幅をゼロ点を基準にして

設定します。

計量値がゼロ点から±５デジット以内なら

オートリゼロの判定をする。　　　　　　　　　　　　　　　　強制度は最小

計量値がゼロ点から±５０デジット以内なら

オートリゼロの判定をする。

計量値がゼロ点から±５００デジット以内なら

オートリゼロの判定をする。　　　　　　　　　　　　　　　　強制度は最大

設定値

　0

　1

設定値

　0

　1

　2

内容・用途

計量スタート時、単位変更時における最小桁の表示の有無を設定します。

いずれの設定でも、RANGE キーにより表示の状態は変更できます。設定値

  0

  1

最小桁を表示する。

最小桁は表示しない。

最小表示

*  は出荷時設定です。

* は出荷時設定です。

*

*

*

*

*

*
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　ar-t
　時間設定

内容・用途

「表示を強制的にゼロにする」と判定するのに必要な時間を設定します。

０．５秒間以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強制度は最大

１秒間以上

２秒間以上

４秒間以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強制度は最小

設定値

　0

　1

　2

　3

* は出荷時設定です。

*

C-3
キャリブレーション　　天びんの校正に使用するキーを設定します。

　

  Cal

　キャリブ
　レーション　　　

内容・用途

天びんの保守で校正管理に使用できます。

フロントのキー、外部キーによる校正を共に禁止します。

フロントのキーによる校正を許可、外部キーによる校正を禁止します。

フロントのキー、外部キーによる校正を共に許可します。

設定値

　0

　1

　2

C-9
システム選択　天びんの内部設定の変更を許可するかどうか設定します。

　　　　 用途　･･･　天びんの保守管理に使用できます。

　pn

　ＩＤ保護

　pf

　変更可／禁止
　初期化

内容・用途　ＩＤナンバーの変更の許可／禁止を設定します。

変更可能

変更禁止

内容・用途

内部設定の変更を許可します。

内部設定の変更を禁止します。

天びんの内部設定を出荷時設定にします。

設定値

　0

　1

設定値

　0

　1

　2

* は出荷時設定です。

C-4、C-5の説明はＨＲ－０３の取扱説明書を参照して

ください。

* は出荷時設定です。

*

*

*
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9. ＧＬＰとＩＤナンバー 

9-1. 用途と内容 
 付属のシリアル出力（ＨＲ－０３）を使用すると、ＡＤ－８１２１ＢプリンタやパソコンにＧＬＰに対応した

次のデータ出力を出力することができます。 
  キャリブレーション実行記録 
  キャリブレーション・チェックの結果 

  一連の計量結果（ＨＲ－０３の取扱説明書を参照） 

  ＧＬＰに対応したデータ出力の操作方法は、ＨＲ－０３の取扱説明書を参照してください。 
 ＧＬＰに対応したデータ出力には、天びんメーカ名（Ａ＆Ｄ）、機種名、シリアルナンバー、ＩＤナンバー、日

付、時刻およびサイン欄を含みます。キャリブレーションおよびキャリブレーション・チェックでは、使用分銅

および結果を含みます。 
 ＩＤナンバーはＧＬＰなど天びんの保守管理に個別ナンバーを必要とするときに使用できます。 

 
 

9-2. ＩＤナンバーの設定 
 ＩＤナンバーはＡＣアダプタや内蔵バッテリを外しても記憶し続け、新たに登録するまで有効です。 

 設定したＩＤナンバーは、表示をオフにした後  RANGE キーを押しながら1ON:OFF キーを押すと表示され、 

確認できます。 

 ＩＤナンバーの桁数は、ＨＲ－６０／１２０／２００は７桁（出荷時０００００００）、

ＨＲ－２０２／３００は８桁（出荷時００００００００）です。 

 内部設定  C-9 pn  を  1  にすると、ＩＤナンバーの変更は禁止になります。 
 

1. 表示をオフにし、 RANGE キーを押しながら 1ON:OFF キーを押し、表示

をオンします。ＩＤナンバーを表示します。 

 

注意 ５秒間何も操作しないとデータを更新せずに通常の表示に戻ります。 

 

2.  MODE  キーを押してください。ＩＤナンバーの先頭桁が点滅します。 

 

3. 次のキーを使ってＩＤナンバーを設定してください。 

  RE-ZERO   点滅している桁の文字を変更します。選択できる文字

は「０〜９、− 、（スペース）、Ａ〜Ｚ」の３８文字で

す。また、「天びんの表示の対応表」を参照してくだ

さい。 

  RANGE   数字とアルファベットを切り替えます。 

  MODE   変更する桁を替えます。 

  PRINT       ＩＤナンバーを更新して通常の表示に戻ります。 

 1ON:OFF         更新せずに表示をオフして戻ります。 
 
  

 

 

RANGE
MODE

PRINT

数回押す

RE-ZERO

MODE
例　工場設定

RANGE押しながら

押す ON:OFF
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天びんの表示の対応表 
 

 

 

 

 

 

出力例 
データの出力は、マルチ・ファンクション・プリンタＡＤ－８１２１Ｂやその他のプリンタで印字したり、パソコ

ン等で利用することができます。 

 

ＡＤ－８１２１Ｂでの印字例 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくはオプションの取扱説明書を参照してください。 

 
 
 
 
 
 

A B C D E F G H

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 (Space)-

J K L M N O P Q R S T U V W X Y ZI

RANGE
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10.  外部キー入力 
天びんには、リモートでキー操作するためにリアパネルに外部キー入力端子が付いています。これに対応するプラ

グ（別売）に配線（半田付け）し、端子に接続した後、配線をショートさせて「RE-ZERO」や「PRINT」のキー操作

ができます。ただし、１００ｍｓ以上 GND 線とショートすることが必要です。 

接続は下図を参照してください。下図の例では、PRINT のキーをオンにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部品名  ＡＸ− Ｔ− ３１４Ａ− Ｓ 

      （１０個入り） 
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11.  床下計量 
天びんには、標準で床下計量金具が装備されています。 

床下計量は比重測定、磁性体の測定に使われる計量方法です。 

 

11-1.  床下計量の準備 
1. 本体底面のキャップを外すと、床下計量金具が見えます。 

 

2. 天びんを設置できる穴の開いた強固な台を用意します。 

 

3. 床下計量金具に糸を通し計量皿を吊り下げてください。 
  

  

11-2.  床下計量による比重測定例 
水中に於ける金属の重量はアルキメデスの原理によってその体積分の水の重量だけ減少するので、その密度と体積

を知ることができます。 

 

1. 計量皿を床下計量金具に吊り下げ、水中に沈め RE-ZERO キーを

押して表示をゼロにします。 
 
2. 試料の空気中の重量Ａを計量皿に載せて測定します。 
 
3.  RE-ZERO キーを押した後、試料を水中に沈めた計量皿に載せて

水中での試料の重量の減少分Ｂを測定します。 
4. 重量の減少分Ｂより水の体積Ｃを表を使って換算します。  

水温１０℃とした場合、下表より水の密度は０．９９９７０ｇ／ｃｍ３です。 

 

  

 ０℃ ０．９９９８４ｇ／cm３ 

 ４℃ ０．９９９９７ｇ／cm３ 

 １０℃ ０．９９９７０ｇ／cm３ 

 １５℃ ０．９９９１０ｇ／cm３ 

 ２０℃ ０．９９８２０ｇ／cm３ 

 ２５℃ ０．９９７０４ｇ／cm３ 

 ３０℃ ０．９９５６５ｇ／cm３ 

 

5. 重量Ａを水の体積Ｃで割ると密度が求まります。  
例では２１．４ｇ／ｃｍ３となり、プラチナと予測できます。 

 

 
 
 



 

 30 HR ｼﾘｰｽﾞ 

12.  エラー表示 
計量中、計量皿にひょう量範囲を越える荷重が加わったことを警告しています。速

やかに計量皿からものを降ろしてください。 

 

計量中、計量皿の部分が軽くなり過ぎてひょう量範囲を下回ったことを警告してい

ます。計量皿が接触等していないか周囲をチェックしてください。計量皿が正しく

セットされており、皿に何も載っていない状態でこの表示になる場合は、「７－３．

エラー時のゼロのキャリブレーションの方法」を参照してください。 

天びんを使用しているとき停電や一時的に電源電圧が下がったことを示しています。 

1ON:OFF キーで通常の計量に戻ります。 

 

振動や風などで計量値が不安定であることを警告しています。使用環境をチェック

してください。また、環境設定で表示を安定させるとエラーが出にくくなります。 

1RE-ZERO キーを押すと通常の計量に戻ります。 

 

パネルのキースイッチにより、入力した設定値が設定可能範囲を越えています。再

度設定してください。 

ゼロ点が大きくずれています。 RE-ZERO キーを押すと通常の計量が始まります。計

量皿が正しくセットされており、皿に何も載っていない状態でこの表示になる場合は、

「７－３．エラー時のゼロのキャリブレーションの方法」を参照してください。 

 

キャリブレーション中重量が重すぎたことを警告しています。皿が正しく載ってい

るか、分銅が正しいかチェックしてください。 

キャリブレーション中重量が軽すぎたことを警告しています。皿が正しく載ってい

るか、分銅が正しいかチェックしてください。 

 

 

 

   

 

修理を依頼してください。 

 

 

 その他のエラーが表示しましたら最寄りの販売店へご連絡ください。 
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13.  仕様と外形寸法図 

13-1.  仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機　　種 HR-300HR-202HR-200HR-120HR-60

ひょう量　g 310210/4221012060

最小表示　mg 0.10.1/0.010.1

繰り返し性　mg（標準偏差） 0.20.1/0.020.1

直線性　mg ±0.3±0.2/0.03±0.2

感度ドリフト　ppm/℃ ±2（10℃～30℃の範囲）

安定所要時間　秒（代表値） 3.53.5/83

表示書換周期　回／秒 5または10

計量皿寸法　mm φ90φ80φ85

校正分銅　g　　　　　

（ターゲット分銅）

－－－5050

－100100100－

200200200－－

300－－－－

付属　校正分銅　g　　　

（OIML E2級精度）
200 20020010050

本体重量　kg 約 8.0約 5.8

動作温湿度範囲 5℃～40℃、RH85%以下、ただし結露しないこと

電　　源 ACアダプタAC100V約11VA（+10%、-15%）　50/60Hz

カラット　ct

もんめ　mom

ひょう量

最小表示

ひょう量

最小表示

600 1050

0.001 0.001 0.001

16 32 56

0.0001 0.0001 0.0001

1050/210 1550

0.001
/0.0001

0.001

56/11 82

0.0001
/0.00001 0.0001

300
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13-2.  外形寸法図 

ＨＲ－６０／１２０／２００ 
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ＨＲ－２０２／３００ 
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13-3.  オプション・別売品 

 ＨＲ－０９ 内蔵バッテリ（Ｎｉ− ＨＭ）（ＨＲ－６０／１２０／２００） 

 ＡＤ－１６５３ 比重計キット 

空気中と水中の計量を行うことができ、試料の密度を求められます。 

 
 
 
 例 
 

水温 水の密度 
 0°C 0.99984 g/cm3 
10°C 0.99970 g/cm3 
20°C 0.99820 g/cm3 
30°C 0.99565 g/cm3 

 ＡＤ－１６８３ 直流式除電器 

・帯電した試料（サンプル）の静電気を除去します。 

 ・送風ファンによる風がないため、飛散しやすい粉末などの除電にも適しています。 

 ＡＤ－１６８４ 静電気測定器 

試料や風袋等の測定物や、天びんの周辺機器（自動測定ライン等）の帯電量を測定し結果を表示します。

帯電している場合、ＡＤ－１６８３（直流式除電器）で除電できます。 

 ＡＤ－１６８５ 防振台 
床からの振動により天びんが安定しない場合に効果的です。振動吸収性が高いため、天びん本体のスイッ

チ操作は、傾斜誤差になりますので、ＡＤ－８９２２ 外部コントローラも併せてご使用することをお勧

めします。 

 ＡＤ－１６８６ 超音波洗浄器 
４０Ｗの高出力で、薬さじ等の清掃が簡単に行えます。 

 ＡＤ－１６８９ ピンセット 
天びんの校正時に使用します。 

 ＡＤ－８１２１Ｂ コンパクト・プリンタ 

ドット・インパクト式なので、長期間の記録保持が可能です。統計演算機能、インターバル印字機能、 

チャート機能を搭載しています。また、カレンダ時計を内蔵しているので、日付・時刻付きで測定結果を

記録できます。 

 ＡＤ－８５２６ イーサネット・コンバータ 

ＲＳ－２３２Ｃ出力を、イーサネット（ＬＡＮ）ポートに接続するコンバータです。ＡＤ－８５２６を利

用することによって、ネットワークを利用した計量データの管理が可能です。データ収集ソフト（Ｗｉｎ

ＣＴ－Ｐｌｕｓ）も標準で付属しています。（付属のＨＲ－０３の装着が必要です。） 

 

空気中の計量値 
空気中の計量値 － 水中の計量値

x 水の密度 = 密度 

10.0000 g 
10.0000 g － 9.5334 g 

x 0.9970 g/cm3 = 21.4 g/cm3
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 ＡＤ－８９２０ 外部表示器 

天びんのＲＳ－２３２Ｃインターフェースと接続し、天びんから離れた場所で計量値を読み取れます。 

（付属のＨＲ－０３の装着が必要です。） 

 ＡＤ－８９２２ 外部コントローラ 

天びんのＲＳ－２３２Ｃインターフェースと接続し、天びんを遠隔操作できます。（付属のＨＲ－０３の

装着が必要です。） 

  ＡＸ－ＣＡＲＡＴ ＰＡＮ－ＷＪＡ カラット皿（銀色） 

宝石、貴金属、微小部品の測定用計量皿です。（２個セット） 

 ＡＸ－ＣＡＲＡＴ ＰＡＮ－ＢＪＡ カラット皿（黒色） 

宝石、貴金属、微小部品の測定用計量皿です。（２個セット） 

 ＡＸ－ＥＡＷＫ－５００ＭＡ－Ｓ ヒューズ 

 ＡＸ－ＳＷ１２８ フットスイッチ 

フットスイッチを外部キー入力プラグに接続し、 

1RE-ZERO キーまたは、1PRINT キーとして使用する

スイッチです。 

注意 使用するにはお客様にて外部キー入力プラグと

スイッチを接続する必要があります。 

 ＡＸ－Ｔ－３１４Ａ－Ｓ 外部キー入力プラグ 

 ＡＸ－ＵＳＢ－２５Ｐ ＵＳＢコンバータ  

ＵＳＢコンバータを使用することで、パソコンにＣＯＭポートを増設します。ＣＯＭポートのないパソコ

ンでもＵＳＢ接続で、「ＷｉｎＣＴ」などのシリアル通信ソフトウェアを利用することができます。 

（付属のＨＲ－０３の装着が必要です。） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パソコンの 
ＵＳＢへ 

ＨＲシリーズの 
ＲＳ－２３２Ｃ 

インタフェースへ 

ＵＳＢ－シリアル
コンバータ

付属のＲＳ－２３２Ｃ
ケーブル（Dsub-25ピン）

フットスイッチ
ＡＸ－ＳＷ１２８
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14.  用語と索引 

14-1.  用語 
ウォーム・アップ   電子天びんに電源を（ＡＣアダプタを）接続して、通電しておくこと。 

 

キャリブレーション  正しく計量できるように天びんを校正することです。      

（Calibration） 

 

ゼロ点  計量の基準点。天びんの計量皿に何も載っていないときの計量値（基準値）

を言います。通常基準点では表示をゼロにします。 

 

ゼロのキャリブレーション  天びんの計量基準点を校正すること。表示をオンしたとき天びんの表示がゼ

ロになるように校正することです。 

 

デジット デジタルの分解能の単位。普通、表示できる最小単位を言います。 

（Digit） 

 

風袋引きをする 計量皿に載っている器、皿、紙などの計量対象外の重量をキャンセルすること 

 

リゼロ 表示をゼロにすること。 RE-ZERO キー 

 

ＧＬＰ 「医薬品の安全性試験の実施に関する基準」 

（Good Laboratory Practice） 
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14-2. 索引 
記号 
%   パーセント計量の単位..........................12 
pcs     個数計量の単位 ....................................10 
   安定検出マーク ...................................8, 9 
   スタンバイインジケータ.........................8 

      MODE キー ............................................8 
      ON:OFF キー..........................................8 
      PRINT キー ............................................8 
      RANGE キー ..........................................8 
      RE-ZERO キー .......................................8 
 

A 
ＡＣアダプタ ........................................................4 
ＡＣアダプタジャック......................................4, 5 
ＡＤ－８１２１Ｂ .........................................27, 34 
ＡＤ－１６５３...................................................34 
ＡＤ－１６８３...............................................6, 34 
ＡＤ－１６８４...................................................34 
ＡＤ－１６８５...................................................34 
ＡＤ－１６８６...................................................34 
ＡＤ－１６８９...................................................34 
ＡＤ－８５２６...................................................34 
ＡＤ－８９２０...................................................35 
ＡＤ－８９２２.............................................34, 35 
ap-b ....................................................................21 
ap-p ....................................................................21 
ar-0 ..............................................................21, 24 
ar-b ..............................................................21, 24 
ar-d ....................................................................21 
ar-t ..............................................................21, 25 
at-f ....................................................................21 
ＡＸ－ＣＡＲＡＴ ＰＡＮ－ＢＪＡ....................35 
ＡＸ－ＣＡＲＡＴ ＰＡＮ－ＷＪＡ....................35 
ＡＸ－ＥＡＷＫ－５００ＭＡ－Ｓ..................4, 35 
ＡＸ－ＳＷ１２８ .................................................4 
ＡＸ－Ｔ－３１４Ａ－Ｓ ..........................4, 28, 35 
ＡＸ－ＵＳＢ－２５Ｐ........................................35 
 
B 
bp5 ......................................................................21 
bt-pr ..................................................................21 
 
C 
C-0 ................................................................21, 21 
C-1 ................................................................21, 24 
C-2 ................................................................21, 24 
C-3 ................................................................21, 25 
C-4 ......................................................................21 
C-5 ......................................................................21 
C-6 ......................................................................21 
C-7 ......................................................................21 
C-8 ......................................................................21 
C-9 ................................................................21, 25 
Cal ................................................... 18, 20, 21, 25 
Cal e ............................................................17, 30 

-Cal e ............................................................... 30 
Cal t5t ....................................................... 18, 20 
-Cal e ............................................................... 17 
Cond ................................................. 15, 17, 21, 23 
Cr-lf.+ ............................................................... 21 
Ct5 ..................................................................... 21 
 

E 
e ......................................................................... 30 
-e ................................................................. 20, 30 
e-Cod ................................................................. 21 
error 0 ............................................................. 30 
error 1 ................................................. 17, 20, 30 
error 2 ............................................................. 30 
error 3 ............................................................. 30 
error 4 ............................................................. 30 
error 8 ............................................................. 30 
error 9 ............................................................. 30 
 

G 
ＧＬＰ .......................................... 3, 16, 18, 26, 36 
 

H 
ＨＲ－０３ ................................................... 3, 4, 5 
ＨＲ－０９ ................................................. 3, 4, 34 
 

I 
ＩＤナンバー ..................................................... 26 
ＩＤ保護............................................................. 24 
info ................................................................... 21 
 

M 
MODE キー ................................... 8, 9, 14, 15, 21 
 

O 
ON:OFF キー ............................................ 8, 9, 14 
 

P 
p fail ............................................................... 30 
paU5e ................................................................. 21 
pf ................................................................. 21, 25 
pn ................................................................. 21, 25 
point ........................................................... 21, 24 
p-on ............................................................. 21, 24 
print ................................................................. 21 
PRINT キー ................................. 8, 14, 15, 18, 21 
 

R 
range ........................................................... 21, 24 
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RANGE キー..................................... 8, 10, 12, 21 
RE-ZERO キー ... 6, 7, 8, 9, 10, 12, 15, 19, 20, 21 
ＲＳ－２３２Ｃ.................................................4, 5 
 
S 
5peed ............................................................21, 24 
5tb-b ............................................................21, 23 
 

T 
trc ................................................................21, 23 
t-Up ....................................................................21 
type ....................................................................21 
 

U 
Unit ....................................................................14 
ＵＳＢコンバータ ...............................................35 
 

W 
ＷｉｎＣＴ ......................................................3, 35 
ＷｉｎＣＴ Ｐｌｕｓ........................................34 
 

あ 
アース端子 ........................................................4, 5 
足コマ ...............................................................4, 5 
安定検出マーク...............................................8, 23 
安定した表示 ................................................13, 15 
 

い 
イーサネット・コンバータ ................................34 
 

う 
ウォーム・アップ ...........................................6, 36 
 

え 
エラー表示 ......................................................7, 30 
 

お 
応答特性 ........................................ 3, 8, 13, 15, 23 
オートスタート...................................................24 
オートリゼロ ......................................................24 
オプション ..........................................................34 
 

か 
外形寸法図 ....................................................32, 33 
外部キー入力端子 .............................................4, 5 
外部キー入力プラグ .......................................4, 35 
外部コントローラ ...............................................35 
外部表示器 ..........................................................35 
カラット .........................................................9, 31 
カラット皿（銀色） ...........................................35 
カラット皿（黒色 ...............................................35 

カレントループ................................................ 4, 5 
感度ドリフト ..................................................... 31 
 

き 
キャリブレーション....... 6, 7, 8, 13, 16, 17, 18, 24 
 

く 
クリアカバー ................................................... 4, 5 
繰り返し性 ......................................................... 31 
 

け 
計量皿 .............................................................. 4, 5 
計量皿寸法 ......................................................... 31 
計量モード ........................................................... 3 
 

こ 
校正分銅........................................... 13, 18, 19, 31 
校正用分銅 ....................................................... 4, 5 
コンパクト・プリンタ ....................................... 34 
 

さ 
最小表示 ....................................... 8, 12, 16, 24, 31 
 

し 
磁気の影響 ........................................................... 7 
システム選択 ..................................................... 24 
磁性体の測定 ..................................................... 29 
表示書換周期 ............................................... 24, 31 
小数点 ................................................................ 24 
所要安定時間 ..................................................... 31 
シングルレンジ.................................................... 3 
 

す 
水平器 .............................................................. 4, 5 
スタンバイインジケータ ..................................... 8 
 

せ 
静電気測定器 ..................................................... 34 
静電気の影響 ....................................................... 6 
設置条件............................................................... 6 
ゼロ点 .............................................. 19, 20, 30, 36 
ゼロトラック ..................................................... 23 
ゼロのキャリブレーション.................... 20, 30, 36 
 

た 
ダストプレート.................................................... 5 
単位登録....................................................... 13, 14 
 

ち 
超音波洗浄器 ..................................................... 34 
直線性 ................................................................ 31 
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直流式除電器 ......................................................34 
適性化 ...................................................................3 
 
て 
デジット .................................................23, 24, 36 
デュアルレンジ.....................................................3 
 

と 
盗難防止用リング .............................................4, 5 
 

な 
内蔵バッテリ ..............................................4, 5, 34 
内部設定 ........................................ 3, 8, 13, 21, 21 
 

は 
バランスウエイト .................................................5 
 

ひ 
比重計キット ......................................................34 
比重測定 .............................................................29 
ヒューズ .........................................................4, 35 
表示の対応 ..........................................................27 
ひょう量 .............................................................31 
ピンセット ..........................................................34 
 

 

ふ 
風袋 .............................................................. 7, 8, 9 
風袋引きをする.............................................. 8, 36 
風防 .................................................................. 4, 5 
風防リング ....................................................... 4, 5 
フットスイッチ.................................................. 35 
プリンタ............................................... 3, 8, 16, 27 
分銅 .................................................................... 16 
 

へ 
変更可／禁止 初期化 ....................................... 24 
 

ほ 
防振台 ................................................................ 34 
保守管理............................................................... 7 
 

も 
もんめ ............................................................ 9, 31 
 

ゆ 
床下計量......................................................... 7, 29 
床下計量金具 ..................................................... 29 
 

り 
リゼロ ................................................................ 36 
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MEMO 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




